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昨
年
は
、
教
育
・
保
育
の
経
験
豊

か
な
メ
ン
バ
ー
を
多
数
ス
タ
ッ
フ
に

迎
え
た
こ
と
で
、
相
談
活
動
は
も
と

よ
り
講
座
や
各
種
療
育
教
室
な
ど
、

事
業
分
野
を
飛
躍
的
に
拡
大
・
充
実

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
ぽ
ぽ
ろ

を
育
て
る
会
」
会
員
の
み
な
さ
ん
を

は
じ
め
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
た
く

さ
ん
の
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
昨
年
末
に
み

な
さ
ま
が
た
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た

年
末
募
金
や
さ
ま
ざ
ま
な
資
材
提
供
、

物
品
販
売
な
ど
へ
の
ご
協
力
に
、
重

ね
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

今
年
は
、
ぽ
ぽ
ろ
が
大
阪
障
害
者

セ
ン
タ
ー
教
育
部
門
と
し
て
発
足
し

て
五
年
目
、
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー
ト
し
て

二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

障
害
者
・
家
族
を
は
じ
め
私
た
ち
を

め
ぐ
る
状
況
は
い
ぜ
ん
と
し
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
ぽ
ぽ
ろ
は

①
障
害
児
・
者
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
を
も
た
れ
た
方
々
や
そ
の
ご

家
族
の
立
場
に
立
っ
た
相
談
・
支
援
活
動
、
②
講
座
事
業
な
ど
を
通
し
て

の
教
育
・
福
祉
現
場
へ
の
支
援
、
③
家
族
・
当
事
者
・
関
係
者
の
連
帯
と

共
同
の
前
進
を
め
ざ
し
、
い
っ
そ
う
の
努
力
を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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新
年
度
に
向
け
て
『
ぽ
ぽ
ろ
』
も
ス
タ
ー
ト 

 
 

さ
ら
に
ス
タ
ッ
フ
を
募
っ
て
い
ま
す 

新
年
あ
け
ま
し
た
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

ぽ
ぽ
ろ
事
務
局
会
議
の
風
景 
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お
と
そ
の
気
分
も
ぬ
け
や
ら
ぬ
一
月
五
日
、

ぽ
ぽ
ろ
で
は
早
速
活
動
開
始
で
す
。
午
前
中
は
、

新
し
く
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
へ
の

事
業
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
退
職
予
定
の
方
、

現
職
な
が
ら
将
来
の
予
定
と
し
て
な
ど
三
名
の

方
が
来
て
下
さ
っ
て
、
い
っ
そ
う
幅
広
い
人
材

が
加
わ
り
そ
う
で
、
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。 

 

午
後
か
ら
は
、
三
時
半
ま
で
事
務
局
会
議
を

し
ま
し
た
。
講
座
事
業
、
教
室
事
業
、
財
政
問

題
、
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
作
り
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 

三
時
半
か
ら
は
少
し
食
い
込
ん
で
の
始
ま
り

で
し
た
が
、
新
し
く
始
め
る
「
親
子
ド
レ
ミ
フ

ァ
教
室
」「
音
楽
遊
び
教
室
」
の
打
ち
合
わ
せ
会

が
も
た
れ
ま
し
た
。「
音
楽
遊
び
教
室
」
担
当
の

町
田
正
一
先
生
（
守
口
養
護
学
校
）
と
、「
親
子

ド
レ
ミ
フ
ァ
教
室
」
担
当
の
林
万
美
子
先
生
（
寺

池
台
小
学
校
嘱
託
）
、
そ
れ
か
ら
、
船
越
先
生
・

馬
場
先
生
・
佐
藤
裕
美
先
生
（
ぽ
ぽ
ろ
事
務
局

ス
タ
ッ
フ
）
と
で
楽
器
の
準
備
な
ど
具
体
的
な

運
営
の
詳
細
に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。 

 

町
田
先
生
は
学
校
か
ら
自
転
車
で
来
ら
れ
、

い
ろ
い
ろ
鞄
か
ら
小
道
具

を
出
し
な
が
ら
、「
歌
が
入

る
と
、
す
っ
と
次
の
行
動

に
移
れ
る
子
ど
も
も
い
る

か
ら
」
と
、
活
動
ご
と
の

節
目
の
歌
作
り
に
つ
い
て

説
明
。
林
先
生
は
音
楽
教

室
と
ド
レ
ミ
フ
ァ
教
室
の

日
が
違
う
こ
と
に
つ
い
て
、

同
じ
日
の
午
前
午
後
な
ど
に
し
た
方
が
い
い
の
で
は
、
と
新
し
い
ご
意
見
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
ま
た
考
え
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
佐
藤
先
生
は
い
く
つ
か
楽
器
を
持
っ
て
こ
ら
れ
て
、
ど
ん

な
も
の
が
子
ど
も
に
い
い
か
、
な
ど
提
起
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

保
護
者
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
、
充
実
し
た
内
容
に
作
っ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。 

「
ぽ
ぽ
ろ 

親
と
教
師
の
た
め
の
こ
と
ば
と
発
音
教
室
」
は
、
鶴
見
に
あ

る
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
ぽ
ろ
」
と
、
上
本
町
の
教
育
会
館
た
か
つ
ガ

ー
デ
ン
の
二
カ
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
交
通
の
便
な
ど
を
考
慮
し

南
河
内
方
面
に
も
と
、
美
原
町
で
も
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

概
略
は
①
こ
と
ば
や
発
音
の
検
査 

②
こ
と
ば
や
発
音
に
関
す
る
相
談 

③
こ
と
ば
や
発
音
の
指
導
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

またまた 
皆さんにお願いです 

いろんな楽器を必要としま

す。財政上新しく購入するのは

難しいので、使わなくなった物

があれば提供して下さいません

か。太鼓、鈴、タンバリン、木

琴、ベルその他何でも結構です。

お願いします。スタッフにもぜ

ひなって下さい。 

「親子ドレミファ教室」 

「音楽あそび教室」が 始まりました 
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ぽぽろ 親と教師のための 

  ことばと発音教室  

美原分教室 

◇ 費用 
検   査：2時間 6 千円

指導・相談：2時間 3 千円

「ぽぽろ」を育てる会（年会

費 5千円）の会員は千円割引

です。 

◇相談・検査・指導は予 約が必要です。

下記までご連絡ください。 

TEL：06-4257-8881 

FAX：050-7509-8914 

Email：GSP22337@nifty.com 

◇担当者：加藤登美子（東摩耶子他） 
ぽぽろ“ことばと発音教室”は、ろう学校

で長年子どもたちのことばや聞こえや発音

の指導に関わってきた言語聴覚士の加藤登

美子とともに、さまざまな発達の遅れを抱え

た子どもたちの指導を行ってきた養護学

級・養護学校の元教員たちが、お子さんの状

況やニーズにあわせて担当いたします。 

開設日：毎月第 2土曜（07 年 3 月より）

１０時～１２時    
会場：堺市美原区さつき野東 3-1-3 

（東宅） 

アクセス：近鉄線松原・喜志駅よりさつき野

東行きバスあり。または高野線北

野田駅よりさつき野東行きバス

あり。いずれも「さつきの公園」

下車徒歩 1分 （初芝からのバス

は美原高校前で近鉄バスに乗り

換えです） 

昨年末までに多くのご寄付を

いただきました。心より感謝し

ています。全計 40万 3438円で
した。学校や職場で声をかけて

くださって、まとまって集まっ

たようです。 
また、「ぽぽろを育てる会」の

会員も増えています。とくに「き

ょうされん」の方々にご尽力い

ただきました。まだまだ知らな

い方もいます。お知り合いの方

に一声二声かけていただければ

助かります。今年度末までの目

標は 200名で、現在の会員は 151
名です。もう一踏ん張りして達

成したいです。また会員の方々

のご意見もお待ちしています。 
来年度の事務局体制で火曜日

と水曜日の事務局担当の都合が

ついていません。どなたかお引

き受け頂ければありがたいで

す。 
 事務所に、石油ストーブ２台、

２畳敷きホットカーペット２枚

の提供がありました（畳、マッ

トなどあればその上に敷けます

が）。ありがとうございます。 
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【
当
面
の
日
程
】 

一
月
二
十
六
日
（
金
） 

第
一
回
「
親
子
ド
レ
ミ
フ
ァ
教
室
」
ス
タ
ー
ト 

一
月
二
十
七
日
（
土
） 

 

不
登
校
学
習
懇
談
会 

二
月
三
日
（
土
） 

 

第
一
回
「
音
楽
あ
そ
び
教
室
」
ス
タ
ー
ト 

二
月
十
日
（
土
） 

 

フ
リ
ー
の
場 

二
月
一
七
（
土
）
日
〜
一
八
日
（
日
） 

 

軽
度
発
達
障
害
講
座 

ぜ
ひ
参
加
を
！ 

 
 

ま
だ
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 

春
季
休
業
特
別
企
画 

 

「
教
職
員
・
福
祉
職
員
実
践
講
座
」 

 

日
時
：
三
月
二
八
日
（
水
）
AM 

十
時
〜
PM
四
時
半 

 

場
所
：
大
阪
市
中
央
青
年
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

午
前
「
新
・
国
連
障
害
者
の
権
利
条
約
と
日
本
の
教
育
・
福
祉
」 

講
師
：
玉
村 

公
二
彦
氏 

午
後
「
ゆ
た
か
な
青
年
・
成
人
期
を
切
り
開
く 

ー
特
別
支
援
教
育
と
教
育
・
福
祉
の
連
携
―
」 

 
 
 
 
 

講
師
：
折
衝
中
で
す 

費
用
：
三
千
円
（
一
講
座
の
み
は
二
千
円
） 

 

こ
ん
な
表
札
が
出
来
ま
し
た
。 

前
回
の
記
事
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
注
文
い
た

だ
い
た
表
札
が
出
来
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

サ
イ
ズ
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
使
っ

た
木
も
特
別
な
も
の
で
す
。 

教
室
の
入
り
口
を
飾
る
そ
う
で
、
子
ど
も
た
ち

に
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。 

 

加藤先生の 

  ことばと発音教室より 

〈今までの相談でのアドバイス例〉 

学校での支援として 

聞き分けにくさを軽減するための配

慮をする。 

・座席は、個別的な支援がしやすく、

先生の声が聞き取りやすい前の方

にしてもらう。 

・できるなら、騒音の少ない少人数で

の学習形態が多くとれるように工

夫する。 

・静かな落ち着きのある学習環境 

・ＦＭシステムの導入 

通級指導を受けるなど、取り立てた言

葉の補充学習の機会を作る。 

家庭での支援 

・静かな環境で、じっくり話をする。

・聞いたり話したりしたことを子ども

が文にまとめるようにする。 

・読書（声を出して読みながら内容を

味わう）の機会を増やす。 

個別指導のできる家庭教師や塾での

学習の補充を行う。 


